





















































































































































第 1段 階を意図 した環 案授 業
6′19
6′4 の研 修 の成 果 と問題点 を
生か した授業研究
7′2






第 2段階 を意 図 した提案授業
11′5
10′22 の研修 の成果 と問題点
工夫を加える段
階
を生か した授 業研 究
12′3
11′5の研修 の成果 と問題点 を

































































































5年 . ○教科 書通 りのス ムー ズ 子 どもの思
小数の計 な学習展開 であった0 考過程 を大
料 算の仕方 ▲児童 が 思考す る時間 が 切 にす る算






した体験 が必要0 う作 るか0
3年 . ○ 子 ど もた ちの考 え を引 算 数的活動
壁 たし算と き出す 工夫 があった0 を通 して、
を ひき算の ▲算数 的活動 を通 して 、 表勢力 に ど




6/19 くのか。 め るのか。
1年 . ○説 明 しよ うとす る活 動 教科書 をふ
す のこりは がみ られた。 く らませ、
る いくつ ▲新学 習指 導要額 を見通 説明す る算
段 ちがいは して算数 的活動 を ど う 数的活 動 を
階 いくつ
T々
仕組んでい くか0 どう取 り入
れ るか。
磨 2年 . ○発 表 ボー ドな どの教具 算数 的活動
材
罪
かけ算 が 有 効 に使 わ れ て い を 取 り 入
10′22 た。 れ 、子 ども
▲児 童 のま ちがい か ら、 たちを いか
閏
授
どの よ うに授 業 を発展 に思考 させ
させ るか。 るか。
莱 6年 . ○ 量感 を捉 え られ るよ う 説 明す る力
様 かさを詞 操作 す る算数 的 活動 が をつ け るた
式 ペよう 行 われ たD めに発表 に
な 11′5 ▲授 業 .単元 の 目標 に合 系統性 を持




組 む必要があ る0 があ る。
3年 . ○説 明す る力 をつ ける 問 説 明す る力
杏 べつペつ 題 解決 的 な授業 展 開 で をつ けるた
加 に、いつ あらた0 めの 問題解
フこ しよに ▲説 明す る力 をつ け るた 決 的 な授 業
る 12/3 め の授業 展 開 を学 校 と を どの よ う
段 して 、 どの よ うに共 通 に仕組 んで













































































































































































































































































































筋 道 を順 .黒板に出て図 質問して聞く
序 だ て て や式を指 しなが 「分 からない
話す ら畢言する か ら も う一





分かり方に 切り、相 手の反 がら聞く
置き換えて 応を確かめなが 「そこまではい
学 話す ら発言するD いんだけど」




一 般 化 を .友だちの考え 自分の分かり
図ろうとし をよみとり、代わ 方に置き換え
* て発 展 を りに説明をする0 てたずねる
午 考え話す 「それはこうい
「もしも」 うこと?」
(出典)平成20年度高田小学校研修記録
(6)については、研修内容と教員の実態を適宜、
把握しながら、理論研修を企画開催していくことが肝
要である。例えば、高田小学校においては、「算数的活
動」に研究視点があてられる際には、「算数的活動」に
ついての文献研修、講師招碑による研修会が年度当初
の研修計画のほかに開催されている230
以上、問題解決型研修が、課題解決を徐々に積み重
ねていく積層型の授業研究として有効な成果が得られ
たことを高田小学校の事例をもとに明らかにした。
(註)
1尾木和英「教員協働の力を高める校内研修の充実」
(『中等教育資料』Na852<文部科学省、2007年>)
25貢O
2拙稿「校内研修を通した教員の資質向上-の一考察
-『単元授業研究』を中心として-i(『人権教育研究』
第9巻、2009年)掲載予定。3長崎栄三「算数教育に取り組む」(『楽しい算数の授
業』No.284く明治図書、2008年))57-59頁。氏は
「算数教育を学問と考える『数学教育学』は、研究対
象を授業における数学的活動・数学的思考とする学問
であり、その性格として科学と技術と芸術からなる総
合性を持つ学問ではないかと考えるようになってき
ている」と述べているD
4向山洋-『「授業研究」で教えるカを伸ばす』(明治
図書、2001年)131-137頁。
5兵庫県上郡町立高田′)、学校は、筆者が環在、勤務し
ている学校である。 資料などは本校研修資料ならびに
職員会議録から引用した。
6「校内研修計画」(高田小学校、2008年)より抜粋
した。本研修計画は2008年4月16日職員会議にて
提案がなされている。
7長崎前掲論文、57貢。
8同上、58貫。
9註8に同じo
lO同上、59貢。
11註10に同じ。
12向山前掲書、131貢。
13「授業研究で『分かる楽しい授業』をする力を伸ば
す」(高田小学校、2008年)より抜粋した。 本資料
は2008年6月11日に職員会議で提案がなされてい
る。
14向山洋-『校内研究を組織化する』(明治図書、1999
年)38-40頁に詳しく示されている。
15本稿作成段階では、まだ第2段階までしか授業研究
が行われていない。 そのため、第3段階の授業研究
記録は記していない。 なお、6!19には特別支援学級、
11/5には4年での授業研究が同時に行われている。
表2では割愛している。
16新学習指導要額では、算数科の目標を「数量や図形
についての算数的活動を通して、基礎的な知識と技
能を身に付け、日常の事象について見通しをもち筋
道を立てて考える能力を育てるとともに、活動の楽
しさや数理的な処理のよさに気付き、進んで生活に
生かそうとする態度を育てる」としている。 「算数的
活動」が重要視され、「問題解決の方法を説明する活
動」が新たに位置づけられている。
17高田小学校では、授業研究にあたって、学年部での
事前研修会をもっている。 事前研修会を経て. 授業
展開案が提示されるD本資料は筆者が作成した「6
学年算数科学習指導案『かさを調べよう』」から抜粋
した。
18表3は「6学年『かさを調べよう』授業研究会資料」
から作成したOなお、アンダーラインは筆者が便宜
上つけたものである。 ()内の数字は同様の意見を
表す,
19「第5匡I授業研究会グループ討議資料」(高田小学
校、2008年)より抜粋した。
20「第5回職員研修記録」(高田小学校、2008年)D
21学校長、教頭、教務主任などを含む学校全体に関わ
る内容を事前に検討していく機関のことであるO
22「『説明する力』をつける学年別系統表」(高田小学
校、2008年)。
23文献研修については、6/25に行われ、講師招碑研修
は8/19に行われている。
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